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吉 

田   

正 

人

私 の 決 意

力
い
っ
ぱ
い
、

い
ち
ず
に
、ひ
た
む
き
に
、

ど
ん
ど
ん
未
来
へ
。

　
吉
田
正
人
道
議
が
着
実
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
ま

す
。道
議
二
期
目
の
前
期
二
年
は
自
民
党
・
道
民
会
議
の
議

運
筆
頭
理
事
と
し
て
他
会
派
と
渡
り
合
っ
た
ほ
か
、平
成

二
十
一
年
第
二
回
定
例
道
議
会
で
予
算
特
別
委
員
会
副
委

員
長
と
し
て
堂
々
の
議
事
さ
ば
き
を
み
せ
ま
し
た
。後
期

二
年
は
水
産
林
務
委
員
会
副
委
員
長
の
ポ
ス
ト
に
就
き
、

第
一
次
産
業
の
振
興
に
腕
を
振
る
い
ま
す
。「
ふ
る
さ
と
・

稚
内
市
の
た
め
に
頑
張
り
ま
す
」と
、吉
田
道
議
は
い
つ
も

全
力
投
球
で
す
。

水
産
林
務
委
員
会
副
委
員
長
を
拝
命
し
ま
し
た

吉田正人さん

北海道議会議員
道議会水産林務常任委員会副委員長

　

平
素
よ
り
、皆
さ
ま
に
は
ご
指
導
、励

ま
し
の
言
葉
を
頂
き
、厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
二
年
間
、道
議
会
議
会
運
営
員
会

で
自
民
党
筆
頭
理
事
の
職
を
精
一
杯
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。支
庁
制
度

改
革
を
は
じ
め
道
路
特
定
財
源
問
題
、行

財
政
改
革
、市
町
村
合
併
な
ど
山
積
す
る

道
政
上
の
懸
案
を
巡
っ
て
活
発
な
論
議

が
行
わ
れ
、未
明
ま
で
の
議
会
や
再
三
の

会
期
延
長
、緊
急
経
済
対
策
に
伴
う
臨
時

議
会
と
、各
会
派
が
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
を

ぶ
つ
け
合
う
場
面
が
続
き
ま
し
た
。

　

道
議
会
の
調
整
役
と
し
て
得
難
い
体

験
を
し
ま
し
た
が
、こ
れ
を
糧
と
し
て
次

の
ス
テ
ー
ジ
に
生
か
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

さ
て
、「
百
年
に
一
度
の
経
済
危
機
」

は
稚
内
市
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、迅
速
、

的
確
な
対
応
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。苦
し
い
時
だ
か
ら
こ
そ
、知
恵
と
汗

を
出
し
合
っ
て
、底
力
を
発
揮
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。自
民
党
北
海
道
第

十
二
選
挙
区
支
部
長
の
武
部
勤
衆
議
院

議
員
と
密
接
に
連
携
し
な
が
ら
、皆
さ

ま
と
道
政
や
国
政
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
、ふ
る
さ
と
を
元
気
に
す
る
た
め
に

フ
ル
回
転
し
ま
す
。

　

後
期
二
年
間
は
、地
元
に
も
か
か
わ
り

の
深
い
水
産
林
務
委
員
会
副
委
員
長
や
、

道
の
附
属
機
関
で
あ
る
北
海
道
都
市
計

画
審
議
会
委
員
を
拝
命
し
ま
し
た
。稚
内

市
や
本
道
の
一
層
の
発
展
の
た
め
、全
力

を
尽
く
す
決
意
で
す
。

　

今
後
と
も
皆
さ
ま
の
変
わ
ら
ぬ
温
か

い
ご
声
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

あ
ふ
れ
る
情
熱
で
、稚
内
市

れ
る
情
熱
で
、稚
内
市
の
た
め
に
完
全
燃
焼
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熱
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食食
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光
観
光
対
策
特
別
委
員
会
で
質
問

対
策
特
別
委
員
会
で
質
問
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道政報告

吉
田
道
議
が
積
極
的
な
意
見

議
会
改
革
協
が
最
終
報
告
ま
と
め
る

　

道
議
会
各
会
派
で
構
成
す
る
二

十
八
期
議
会
改
革
等
検
討
協
議
会

は
六
月
十
五
日
、二
年
間
の
検
討
結

果
を
最
終
報
告
と
し
て
ま
と
め
、釣

部
勲
議
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
議
長
の
諮
問
機
関

と
し
て
平
成
十
九
年
六
月
に
設
置

さ
れ
、こ
れ
ま
で
五
十
回
の
会
議
を

開
き
、五
回
の
中
間
報
告
を
行
っ
て

い
ま
す
。自
民
党
・
道
民
会
議
か
ら

は
議
会
運
営
委
員
会
筆
頭
理
事
で

あ
る
吉
田
正
人
道
議
も
参
加
し
、議

員
報
酬
や
費
用
弁
償
、政
務
調
査

費
、議
会
の
Ｉ
Ｔ
化
な
ど
に
つ
い
て

建
設
的
な
意
見
を
出
し
ま
し
た
。
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光
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問
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策
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食
と
観
光
対
策
特
別
委
員
会
で
質
問

北
海
道
観
光
の
積
極
的
な
振
興
策
を
求
め
る

　
吉
田
正
人
道
議
は
平
成
二
十
一

年
五
月
十
三
日
の
食
と
観
光
対
策

特
別
委
員
会
で
、「
北
海
道
観
光
の

新
た
な
取
り
組
み
」に
つ
い
て
質

問
し
、道
の
展
望
を
聞
く
と
と
も

に
、観
光
振
興
に
関
し
て
提
言
を

行
う
な
ど
、積
極
的
な
取
り
組
み

を
求
め
ま
し
た
。

食
と
観
光
の

　

施
策
に
つ
い
て

吉
田
正
人
委
員　
「
食
と
観
光
対
策

特
別
委
員
会
」の
設
置
後
、食
と
観

光
を
リ
ン
ク
さ
せ
た
施
策
に
は
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

今
井
経
済
部
観
光
局
参
事　
「
北
海

道
さ
っ
ぽ
ろ
食
と
観
光
情
報
館
」の

整
備
、「
北
の
め
ぐ
み
愛
食
フ
ェ
ア
」

や
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理
の
提
供
な
ど
を

行
っ
た
。今
後
と
も
農
業
な
ど
一
次

産
業
と
の
連
携
に
よ
る
食
の
魅
力

ア
ッ
プ
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
な

ど
、食
と
観
光
の
一
層
の
連
携
に
努

め
た
い
。

他
府
県
等
と
北
海
道
観
光
の

　

差
別
化
に
つ
い
て

吉
田
委
員　

観
光
の
競
争
激
化
に

対
応
し
、他
府
県
や
近
隣
海
外
と
北

海
道
観
光
の
違
い
を
明
確
化
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

林
信
男
経
済
部
観
光
局
参
事　

他

県
に
は
な
い
明
瞭
な
四
季
や
自
然
、

温
泉
、花
、食
な
ど
優
位
性
の
あ
る

多
様
な
観
光
資
源
を
生
か
し
た
グ

リ
ー
ン・ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ア
ウ
ト
ド

ア
な
ど
の
体
験
型
観
光
や
新
た
な

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
、「
ゆ
と
り

ツ
ー
リ
ズ
ム
」と
い
っ
た
新
し
い
旅
の

ス
タ
イ
ル
の
普
及
に
取
り
組
む
な
ど

し
て
、一
層
の
魅
力
づ
く
り
に
努
め

た
い
。

新
た
な
取
り
組
み
の

　

検
討
に
つ
い
て

吉
田
委
員　

委
員
会
で
相
乗
り
ワ

ゴ
ン
で
の
観
光
や
レ
ン
タ
ル
キ
ャ
ン
ピ

ン
グ
カ
ー
観
光
な
ど
を
提
案
し
た

が
、そ
の
後
、何
か
検
討
し
た
の
か
。

今
井
参
事　

現
在
進
め
て
い
る
滞

在
型
の
観
光
地
づ
く
り
の
た
め
に
、

オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
な
ど
に
よ
る

地
域
発
着
地
型
観
光
を
充
実
さ
せ

て
い
く
こ
と
は
有
効
な
方
策
の
一つ
。

カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
や
レ
ン
タ
ル

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
に
つ
い
て
は
、本

道
観
光
の
魅
力
向
上
に
つ
な
が
る
よ

う
に
努
め
た
い
。

Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
観
光
の

　

取
り
組
み
に
つ
い
て

吉
田
委
員　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
千
歳

―

札
幌
間
の
高
速
化
や
車
内
イ
ベ
ン

ト
・
観
光
車
両
な
ど
の
視
点
に
立
っ

た
Ｊ
Ｒ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
見
解

を
う
か
が
う
。

林
参
事　

環
境
客
が
楽
し
く
道
内

旅
行
を
す
る
上
で
、Ｊ
Ｒ
北
海
道
の

果
た
す
役
割
は
大
き
い
。今
後
と
も

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
連
携
を
図
っ
て
い

く
中
で
、魅
力
あ
る
新
し
い
企
画
の

実
施
に
つ
い
て
も
お
願
い
し
て
い
く
。

北
海
道
な
ら
で
は
の

　

新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

吉
田
委
員　

観
光
と
ア
イ
デ
ア
の

必
要
性
に
つ
い
て
、道
と
し
て
考
え

て
い
る
新
た
な
施
策
や
取
り
組
み
を

う
か
が
う
。

柴
田
達
夫
経
済
部
観
光
局
長　

今

年
度
は
地
域
や
民
間
か
ら
の
ア
イ
デ

ア
や
ニ
ー
ズ
を
も
と
に
、道
民
自
ら

が
道
内
旅
行
を
楽
し
む
た
め
の
地

域
観
光
の
需
要
喚
起
を
図
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や
、観
光
事
業
者
と
異
業
種

と
の
連
携
に
よ
る
観
光
商
品
の
開

発
な
ど
に
取
り
組
む
。

今
後
の
北
海
道
観
光

　

に
つ
い
て

吉
田
委
員　

観
光
の
差
別
化
を
進

め
る
た
め
に
、北
海
道
観
光
振
興
機

構
で
の
意
見
を
踏
ま
え
、ど
の
よ
う

な
政
策
を
展
開
す
る
の
か
。

江
本
英
晴
経
済
部
参
事
監　

観
光

機
構
で
は
滞
在
型
観
光
に
重
点
を

置
い
て
、多
彩
な
観
光
メ
ニ
ュ
ー
の

提
供
な
ど
に
取
り
組
む
。道
は
こ
れ

ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、「
ゆ
と
り

ツ
ー
リ
ズ
ム
」、グ
リ
ー
ン・ツ
ー
リ

ズ
ム
、ア
ウ
ト
ド
ア
な
ど
の
体
験
型

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
な
ど
、地

域
の
特
色
を
生
か
し
た
体
験
観
光

の
推
進
や
滞
在
型
観
光
の
促
進
に

取
り
組
む
。

　

最
終
報
告
に
は
、政
務
調
査
費
に

つ
い
て
使
途
を
専
門
家
が
チ
ェ
ッ
ク

す
る「
議
会
政
務
調
査
費
調
査
等
協

議
会
」の
設
置
、「
使
途
基
準
等
に
関

す
る
運
用
方
針
」な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
ま
し
た
。ま
た
、こ
れ
ま
で
の
中
間

報
告
で
は
月
額
報
酬
を
一
〇
％
削

減
、政
務
調
査
費
の
領
収
書
を
全
面

公
開
し
、本
年
度
は
現
行
の「
五
万

円
以
上
」を「
一
万
円
以
上
」と
す
る

な
ど
と
し
て
い
ま
す
。

　

吉
田
道
議
は「
改
善
の
余
地
は
あ

る
が
、二
年
間
に
わ
た
り
一
生
懸
命

論
議
を
積
み
重
ね
て
き
た
」と
話
し

て
い
ま
す
。

吉田道議が島サミットで本道をＰＲ
　
「
第
五
回
日
本・太
平
洋

諸
島
フ
ォ
ー
ラ
ム（
Ｐ
Ｉ
Ｆ
）

首
脳
会
議
」（
太
平
洋・島
サ

ミ
ッ
ト
）が
五
月
二
十
二
、二

十
三
の
両
日
、上
川
管
内
占

冠
村
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

麻
生
総
理
が
共
同
議
長
を

務
め
、十
六
カ
国・地
域
の
代

表・関
係
者
が
環
境・気
候

変
動
問
題
や
人
間
の
安
全
保

障
に
関
す
る
問
題
な
ど
、太

平
洋
諸
島
地
域
で
抱
え
る
課

題
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

道
議
会
食
と
観
光
対
策

特
別
委
員
で
あ
る
吉
田
正
人

道
議
は
、サ
ミ
ッ
ト
に
参
加

し
た
各
国
の
メ
ン
バ
ー
と
交

流
し
、本
道
観
光
を
盛
ん
に

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

自衛隊の自衛隊の

体制維持を
訴え

体制維持を
訴え

決起大会に
参加!!

決起大会に
参加!!

自衛隊の

体制維持を
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決起大会に
参加!!

▶マーシャル諸島共和国、
　リトクワ・トメイン大統領
　（右から3番目）、
　ジべ　カブア駐日大使
　（左から3番目）と

◀高橋知事主催の
　昼食会で


